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家
庭
科
教
育
研
究
会
の
全
県
学
習
会
は

１
２
８
回
と
な
っ
た
た
。
か
つ
て
は
春
夏

冬
と
行
わ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が
近

年
は
年
一
回
行
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
を
超

え
て
、
今
年
は
、
８
月
５
日
、
丸
子
修
学

館
高
校
に
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
行
い
、
35

名
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
８
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。

ニホンカモシカ　2023_06_06 
松本市安曇　林道安曇奈川線

長野県内ではシカが増え、ニホンカモシカに出会う機会が減ったように思います。

　

総
会
に
は
教
文
事
務
局
の
内
堀
先
生
か

ら
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、
入
試
制
度
、
教
員

調
整
額
や
働
き
方
、
不
登
校
生
の
学
び
に

つ
い
て
等
の
情
勢
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

　

学
習
会
に

は
、
静
岡
大

学
の
小
清
水

貴
子
氏
に
講

演
「
こ
れ

か
ら
の
家
庭

科
教
育
を

捉
え
る
視

点
」
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

「
考
え
る
被
服
製
作
～
謎
解
き
被
服
製
作

の
指
導
法
～
」
と
し
て
深
い
学
び
に
つ
な

が
る
実
習
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
修
し

た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
二
つ
折
り
で
開
く

ま
で
何
を
作
る
か
ま
だ
分
か
ら
な
い
）
が

配
布
さ
れ
、「
本
日
は
本
を
入
れ
る
巾
着

袋
を
作
り
ま
す
」
と
、
謎
解
き
実
習
が
開

始
。
小
清
水
先
生
よ
り
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

の
説
明
後
「
先
生
同
士
で
聞
い
た
り
教
え

合
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
教
え
て
し
ま
う

こ
と
は
生
徒
の
学
ぶ
機
会
を
奪
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
先
生
方
も
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て

製
作
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。」
そ
の
後
は

生
徒
に
な
っ
て
、
縫
う
姿
勢
を
確
認
す
る

た
め
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
り
、
謎
を
解
き

な
が
ら
黙
々
と
手
を
動
か
し
製
作
し
た
。

11 月 2 日 （土）、 （理科は 3 日 （日） も） ・ ・ ・県教研
上伊那農業高校で、 伊那中学校で、
そして、 画面越しにお会いしましょう
実参集、 オンライン、 ハイブリッドでの実施です

続きは５P 
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る
と
い
う
の
は
大
切
だ
と
思
っ
た
。」
な
ど
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
た
が
、
す
で
に
私
た
ち
の

実
践
の
中
に
は
今
改
定
の
学
び
の
視
点
は
包
含
さ
れ
て
き

た
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。
男
女
共
修
の
始
動
か
ら
50
年
を

超
え
、
家
庭
科
の
先
輩
方
は
教
育
課
程
を
自
主
編
成
し
、

自
分
た
ち
が
目
の
前
に
い
る
生
徒
に
ど
ん
な
力
を
つ
け
る

必
要
が
あ
る
か
考
え
、
教
材
を
精
選
し
、
指
導
法
を
研
究

し
て
き
た
。
そ
の
流
れ
の
延
長
に
あ
る
と
は
い
え
、
家
庭

基
礎
２
単
位
の
学
校
が
多
く
な
り
、
実
習
時
間
も
充
分
と

れ
ず
深
い
学
び
に
つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
が
現
在
の
課
題

で
あ
る
。
本
研
究
会
は
、
今
後
も
学
習
会
で
全
県
の
家
庭

科
の
先
生
方
と
課
題
を
共
有
し
、
生
徒
が
輝
く
学
び
を
追

求
し
て
い
く
。　

　
　
　
　

研
究
会
長　
　
　

山
岸　

万
貴
子

　

交
流
会
で
は
、
丸
子
の
「
カ
ネ
ボ
ウ
」
跡
に
店
を
構
え

る
、
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ン
さ
ん
の
出
張
カ
フ
ェ
を

楽
し
み
、
交
流
を
深
め
た
。

　

参
加
者
の
感
想
に
は
、「
こ
れ
か
ら
先
、
ど
の
よ
う
な

社
会
に
な
る
か
が
分
か
ら
な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒

自
身
が
考
え
る
場
面
や
気
づ
き
を
得
ら
れ
る
場
面
作
り
が

重
要
だ
と
感
じ
た
。
ど
う
知
識
を
使
う
の
か
と
い
う
視
点

を
持
て
る
よ
う
な
課
題
の
提
示
方
法
が
重
要
だ
と
思
っ

た
。」「
な
ぜ
？
と
問
う
こ
と
、
批
判
的
な
思
考
な
ど
の
つ

な
が
り
が
よ
く
分
か
っ
た
。」「
子
ど
も
た
ち
か
ら
失
敗
を

奪
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
練
習
で
や
っ
て
本
番
で
失
敗
さ

せ
な
い
体
験
を
、
上
手
く
授
業
に
入
れ
た
い
。」「
こ
う
い

う
被
服
実
習
が
で
き
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ
た
。
ど
う
し

て
も
“
教
え
込
む
”
授
業
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
。」「
美

味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
や
は
り
リ
ア
ル
に
会
っ
て
話
を
す

支部教研報告

続々と

2024年 9月 19日 高水須坂支部教育文化会議 発行

高水須坂支部  教文新聞
高水須坂支部

教文会議 事務局長

中野立志館 綿貫京子

8月 9日 中野立志館高校にて 支部教研がひらかれました

全体会 遠隔授業を考える模擬授業         (参加者 13名)
「多様な学習ニーズに対応した柔軟で質の高い学びの実現について」の概要を説明。
通信教育・遠隔授業のメリットデメリットを考え、遠隔授業をするなら、どんな事が

考えられるかを試行錯誤しました。先生役・
生徒役・自宅生徒役から見えてきたものは？
教員：授業用タブレット・遠隔用タブレット・
板書撮影用カメラと三脚・配布プリント
別室受講生徒用：タブレット 2名分を確保

模擬授業の試行錯誤のポイント
 休み時間 10分以内に、授業のパワポの準備・遠隔授業用の生徒を見るためのタ

ブレット準備・板書撮影の準備ができるのか？
 板書のカメラは別室の生徒に見やすく映っているか？音声は？
 別室で受講している生徒も含めて短時間で出欠席を確認できるか？
 教室生徒の反応の様子と別室生徒の様子や質問を、同時進行で見られるか？
 実験の様子配信、生徒伝わるか？カメラワークの要望に応えられるか？
 パワポを黒板に写しながら、別室生徒にも配信できるか？ などなど
やってみた感想や様子
⚫ こういった方法がある、ということがよく理解できました。参加人数が多いと教科毎の対応
も話し合えそうですね。但し、定数を増やしてもらえなければ、定常的に取り組むのは無理
だということも再確認できました。

⚫ やはり機材準備や画面の向こうの生徒とのやり取り、教室で受講する生徒へのフォローな
ど一人では難しいと感じた。各家庭の接続状況はバラバラのため、きちんとした環境が整う
までこちらから確認や説明をする必要があることも想定される。例えば機材・通信担当、生
徒監督担当などチームティーチングでの体制が望ましいと感じた。

⚫ 難しかったです。
⚫ 双方向のやり取りを確保しながら、教室にいる生徒と遠隔授業の生徒の両方に配慮しなが
ら授業をすることの大変さが実感できてとても良かった。

⚫ 実際にやってみることで発見できたことが多くあった。準備や片付けを休み時間の１０分
間でやるのは大変なこと。画面共有をすると生徒の反応が見られないこと。具体的には、手
持ちのタブレットの画面を電子黒板に映したうえで生徒と画面共有をしながら別のタブを
開くと、教員は GoogleClassroom の画面が見られなくなり、生徒の反応にほとんど気づけ
なくなってしまった。それが予想外だった。

⚫ 授業者は目の間の生徒中心に見てしまうので，オンラインの生徒への対応は遅れてしまっ
たり，見逃してしまったりしまうと思う。授業者一人ではなく，少なくとも二人対応とな
り，教員の負担は増すと感じた。

⚫ 結局あーだこーだやっている内に時間が過ぎてしまったが、こ
ういう試行錯誤が必要。良かったです。

⚫ オンライン授業を受ける側の視点に立つと、見えづらさ、聞こ
えにくさ等様々な不具合が見えた。試しにやってみてよかった
です。

⚫ やってみて良かった。どう大変なのかよくわかった。各教員が
休み時間内で準備片付けをするのは現実的ではない。該当者が
いるクラスは機器をフィックスにする等対応をする必要があると思う。
カメラ位置や、カメラワーク、板書やパワポなどの授業の展開の把握、資料配布と

配信手配、生徒たちの反応の確認等。テレビ局が何人もかかって作っている番組を、
生中継で一人でやるようでした。質の高いオンライン授業をやるのは、とっても大変
だとわかりました。今後の遠隔授業のヒントになったのではないでしょうか。

教文会議・青年部共催
スポーツ大会

4時過ぎとはいえ、まだまだ暑い時
間でしたが、ソフトバレーボールを
楽しくできました。(13名の参加)
声をかけあいながらボールをつな

ぎ、取れなくても声を
かけ、汗だくでプ
レーしました。

支部交流 懇親会

「いこい屋 rin 」in中野

13 名の参加。おいしいお酒と料
理で、各学校の交流をし、楽しい
時間を過ごすことができました。
事務局のつぶやき

若かりし頃、先輩たちにくっついて参
加していた支部教研。平日開催が、いつし
か土日開催になり、部活動や子育てで参
加しづらくなりました。子連れで参加し
たこともありましたが、子育て中は平日
開催がベストと思い、夏休みにしました。
事務局の準備は時間に余裕があり、良か
ったです。しかし、休み中は誘いづらい…
支部教研・県教研では色々なことを教

えていただき、そのうち発表することで、
勉強する楽しさを学びました。皆さんも
そうならいいなと思い、研究会＋スポー
ツ＋懇親会 盛沢山で開催。どこか引っ
かかってくれたら参加者が増えると思っ
たのですが…。時間を作って参加して頂
いた先生方、楽しかったですよね？来年
もよろしくお願いします。

ソフトバレーボール 2個
バドミントンラケット 10本
支部教文費で購入しました。
ぜひ、分会での交流会でご利
用ください。利用希望分会
は、中野立志館 綿貫へ

ぎ、取れなくても声を
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教科別研究会
課題別研究会 今年度は ALL青少年文化研究会

アイスクリームを食べながら、各学校の文化祭（検便・食品販売・コロナ・
SNS利用㏚・体育祭・クラス展内容の縛り・文化祭担当職員・ベビールーム
等）や生徒会活動について交流しました。（11名の参加）
⚫ 他校のお話を伺うのはお本当に貴重です。日頃の取り組みを肯定して頂けるご意
見をうかがえてそれも元気の素となりました。

⚫ 各校の企画や出店実施状況、飯山高校での実践について知ることで次年度の文化
祭について企画や実施の構想・見直しができた。

⚫ オール青少年文化にしていただき、恐縮でしたが、ただの意見交換会に終わって
しまって申し訳ない気持ちでいっぱいです。もう少し時間が欲しい。アイスクリ
ームありがとうございました。

⚫ 青少年文化研究会では近隣の高校の文化祭の実状を共有
した。コロナ前に戻す流れがある一方で、生徒数や規模が
変化している中でどこまでコロナ前の通りに戻すのか（戻
せるのか）は検討していかなければならないと感じた。

⚫ 今回飯山高校のパンフレットを拝見し、「文化祭」をテー
マにして各校のパンフレットを見てみたいと思いました。

国語研究会 レポート発表 (7名)
「学習指導要領から考える

主体的な学び」
レポートを題材に授業研究や、ロイロ
ノートアプリの指導方法など各先生の
実践について研究しました。
⚫ ロイロノートでの授業実践（作品の感想を
提出してもらう）や、研修での教科指導に
ついての情報共有などができ、様々な情報
を出し合うことができた。

⚫ 会場校の先生にリードしていただいて、多
くの先生の参加で実施できて良かった。も
う少し時間が欲しい。

⚫ 初任の先生による高校国語の指導法につ
いて初任研での学びを共有していただき、
各先生の ICTの実践方法を共有したのが勉
強になった。

⚫ アクティブラーニングの現在の立ち位置
がわかりました。「グループワーク・調べ学
習」をしていれば良いというわけではな
い。ICTについ
て先生方の実
践を聞き、感心
したり。安心し
たり。

家庭科研究会 レポート発表(3名)
「保育分野における授業実践」
～妊娠体験をしよう～ 赤ちゃんを抱っ
こ・おんぶ・簡単にできる子供のおやつ
「家庭総合での被服製作の工夫」
クロスステッチで自由に表現。3 つを製
作させ、そのうち 2個を提出
「家庭基礎における授業実践」
家族分野・被服分野の実践発表

外国語研究会 授業実践の交流
⚫ 2名だけでしたが、お互いの学校の情報
交換をたくさんすることができまし
た。このような機会はなかなか持てな
いので、とてもよかったです。

⚫ お話しできて良かったです。自分のや
り方のみにとらわれず、いろいろなア
プローチを定期的に伺うことがとても
大切だと思いました。またお会いした
いです。

数学・理科 合同研究会 レポート発表 (5名)

「教科横断的な学びの探究」 ～理科の教員が英語を使って、数学を教えたら～
「間違えてもいいんだよ」という教員の思いが生徒に伝わる授業。簡単な英語を使って、数学パズ
ルを解いて、数学も英語も学習でき、恥ずかしくないからコミュニケーション力も Up。一石三鳥。
「植物バイオテクノロジーの授業を生物授業で活かす」～キクの花弁培養（組織培養）～
生物の授業で、組織培養をするためのマニュアルをレポートにしました。

「タブレットやスマホで顕微鏡撮影をするための道具「TOMECO」(ナリカ)の紹介」

図書館研究会

学校保健研究会

別の日に開催されます

支部教研の感想・今後の支部教研のあり方・教文活動のあり方 貴重なご意見ありがとうございました
⚫ 教科別研究会については，各校 1人ずつ（会員がいれば）参加できるように動員的なものをかけてもいいのではないか。また，

青年部とも連携して若い先生方が他校の指導法等の取り組み方を知ることで，研修できる場にしたい。
⚫ 一昨年のなんとか始めた状態から、昨年には形式を戻していただき、参加人数は昔のようではないにせよ、フルに再起動してい

ただき、本当に良い会になったと思います。今年の経験を引き継ぎ、少しずつ参加者を増やしていきたいものです。
⚫ 大変充実していました。ありがとうございました。
⚫ 9月中旬に行った昨年度と、参加者はほぼ同等だったので、どの時期がいいと一概に言えない。本部運営側だと夏休み中が楽で、

スポーツ大会や飲み会も設定しやすいだろう。研究会運営側からすると、夏休み明けから各校と連絡を取ってやった方が、会の
充実につながるかもしれない。

⚫ 誰かを呼んで講演会をやらない場合、全大会と課題別を一緒にして一つのテーマで話し合うのもありかもしれません。
⚫ 参加者数が少なくてさみしい気がします。何かいい方法はないかと思いますが、そういう私もいいアイディアが浮かびません。

すみません。
⚫ タイムリーなテーマで研修を組んでいただいてありがたかった。「(遠隔授業は)これは大変だぞ」と実感しました。
⚫ 準備・運営糖綿密に計画いただきありがとうございました。参加してよかったです。お疲れさまでした。

ご参加・ご支援 ありがとうございました また来年お逢いしましょう

高
水
須
坂
支
部

８
月
９
日　

中
野
立
志
館
高
校
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■
全
体
会

　
 

遠
隔
授
業
を
考
え
る
模
擬
授
業 

(

参
加
者 

13 
名)

　
「
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
柔
軟
で
質
の
高
い

学
び
の
実
現
に
つ
い
て
」
の
概
要
を
説
明
。
通
信
教
育
・

遠
隔
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
、
遠
隔
授

業
を
す
る
な
ら
、
ど
ん
な
事
が
考
え
ら
れ
る
か
を
試
行
錯

誤
し
ま
し
た
。
先
生
役
・
生
徒
役
・
自
宅
生
徒
役
か
ら
見

え
て
き
た
も
の
は
？

教
員
用
と
し
て
、授
業
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
・
遠
隔
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
・
板
書
撮
影
用
カ
メ
ラ
と
三
脚
・
配
布
プ
リ
ン
ト
を
、

別
室
受
講
生
徒
用
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト 
２ 
名
分
を
確
保

し
て
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

■
模
擬
授
業
の
試
行
錯
誤
の
ポ
イ
ン
ト

◎
休
み
時
間 

10 
分
以
内
に
、
授
業
の
パ
ワ
ポ
の
準
備
・

遠
隔
授
業
用
の
生
徒
を
見
る
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
準
備
・

板
書
撮
影
の
準
備
が
で
き
る
の
か
？

◎
板
書
の
カ
メ
ラ
は
別
室
の
生
徒
に
見
や
す
く
映
っ
て
い

る
か
？　

音
声
は
？

◎
別
室
で
受
講
し
て
い
る
生
徒
も
含
め
て
短
時
間
で
出
欠

席
を
確
認
で
き
る
か
？

◎
教
室
生
徒
の
反
応
の
様
子
と
別
室
生
徒
の
様
子
や
質
問

を
、
同
時
進
行
で
見
ら
れ
る
か
？

◎
実
験
の
様
子
配
信
、
生
徒
に
伝
わ
る
か
？
カ
メ
ラ
ワ
ー

ク
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
か
？

◎
パ
ワ
ポ
を
黒
板
に
写
し
な
が
ら
、
別
室
生
徒
に
も
配
信

で
き
る
か
？ 

な
ど
な
ど

■
や
っ
て
み
た
感
想
や
様
子

◎
こ
う
い
っ
た
方
法
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
理
解

で
き
ま
し
た
。
参
加
人
数
が
多
い
と
教
科
毎
の
対
応
も
話

し
合
え
そ
う
で
す
ね
。
但
し
、
定
数
を
増
や
し
て
も
ら
え

な
け
れ
ば
、
定
常
的
に
取
り
組
む
の
は
無
理
だ
と
い
う
こ

と
も
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

◎
や
は
り
機
材
準
備
や
画
面
の
向
こ
う
の
生
徒
と
の
や
り

取
り
、
教
室
で
受
講
す
る
生
徒
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
一
人

で
は
難
し
い
と
感
じ
た
。
各
家
庭
の
接
続
状
況
は
バ
ラ
バ

ラ
の
た
め
、
き
ち
ん
と
し
た
環
境
が
整
う
ま
で
こ
ち
ら
か

ら
確
認
や
説
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。
例
え
ば
機
材
・
通
信
担
当
、生
徒
監
督
担
当
な
ど
チ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
の
体
制
が
望
ま
し
い
と
感
じ
た
。

◎
難
し
か
っ
た
で
す
。

◎
双
方
向
の
や
り
取
り
を
確
保
し
な
が
ら
、
教
室
に
い
る

生
徒
と
遠
隔
授
業
の
生
徒
の
両
方
に
配
慮
し
な
が
ら
授
業

を
す
る
こ
と
の
大
変
さ
が
実
感
で
き
て
と
て
も
良
か
っ

た
。

◎
実
際
に
や
っ
て
み
る
こ
と
で
発
見
で
き
た
こ
と
が
多
く

あ
っ
た
。
準
備
や
片
付
け
を
休
み
時
間
の
１
０
分
間
で
や

る
の
は
大
変
な
こ
と
。
画
面
共
有
を
す
る
と
生
徒
の
反
応

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
。具
体
的
に
は
、手
持
ち
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
画
面
を
電
子
黒
板
に
映
し
た
う
え
で
生
徒
と
画
面
共

有
を
し
な
が
ら
別
の
タ
ブ
を
開
く
と
、
教
員
は Google 

Classroom
 

の
画
面
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
生
徒
の
反
応

に
ほ
と
ん
ど
気
づ
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
予

想
外
だ
っ
た
。

◎
授
業
者
は
目
の
間
の
生
徒
中
心
に
見
て
し
ま
う
の
で
，

オ
ン
ラ
イ
ン
の
生
徒
へ
の
対
応
は
遅
れ
て
し
ま
っ
た
り
，

見
逃
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
う
と
思
う
。
授
業
者
一
人
で

は
な
く
，
少
な
く
と
も
二
人
対
応
と
な
り
，
教
員
の
負
担

は
増
す
と
感
じ
た
。

◎
結
局
あ
ー
だ
こ
ー
だ
や
っ
て
い
る
内
に
時
間
が
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
が
、
こ
う
い
う
試
行
錯
誤
が
必
要
。
良
か
っ
た

で
す
。

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
側
の
視
点
に
立
つ
と
、
見

え
づ
ら
さ
、聞
こ
え
に
く
さ
等
様
々
な
不
具
合
が
見
え
た
。

試
し
に
や
っ
て
み
て
よ
か
っ
た
で
す
。

◎
や
っ
て
み
て
良
か
っ
た
。
ど
う
大
変
な
の
か
よ
く
わ

か
っ
た
。
各
教
員
が
休
み
時
間
内
で
準
備
片
付
け
を
す
る

の
は
現
実
的
で
は
な
い
。
該
当
者
が
い
る
ク
ラ
ス
は
機
器

を
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
す
る
等
対
応
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

■
ま
と
め

カ
メ
ラ
位
置
や
、
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
、
板
書
や
パ
ワ
ポ
な
ど

の
授
業
の
展
開
の
把
握
、
資
料
配
布
と
配
信
手
配
、
生
徒

た
ち
の
反
応
の
確
認
等
。
テ
レ
ビ
局
が
何
人
も
か
か
っ
て

作
っ
て
い
る
番
組
を
、
生
中
継
で
一
人
で
や
る
よ
う
で
し

た
。
質
の
高
い
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
や
る
の
は
、
と
っ
て

も
大
変
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
の
遠
隔
授
業
の
ヒ
ン

ト
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
分
科
会

◎
国
語
研
究
会
「
学
習
指
導
要
領
か
ら
考
え
る
主
体
的
な

学
び
」　

◎
外
国
語
研
究
会
「
授
業
実
践
の
交
流
」　

◎
家

庭
科
研
究
会
「
保
育
分
野
に
お
け
る
授
業
実
践
」　

◎
数

学
・
理
科
合
同
研
究
会
「
レ
ポ
ー
ト
発
表
」　

◎
青
少
年

文
化
研
究
会
「
課
題
別
の
今
年
は
、
Ａ
Ｌ
Ｌ
青
少
年
文
化

研
究
会
」　　
　
　
（
高
水
須
坂
支
部　
　

綿
貫　

京
子
）
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９
月
21
日
、
更
埴

支
部
、
支
部
教
研
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
篠
ノ
井
高

校
を
会
場
に
、
全
体

会
と
教
科
別
分
科
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

■
全
体
会

　

全
体
会
で
は
、長
野
県
ご
出
身
の
世
界
の
台
所
探
検
家
、

岡
根
谷
実
里
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
講
演
会
を
視
聴
し
ま
し
た
。
岡
根
谷
さ
ん
は
、
世

界
各
地
の
家
庭
の
台
所
を
訪
れ
て
一
緒
に
料
理
を
し
、
料

理
か
ら
見
え
る
社
会
文
化
背
景
を
伝
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。「
ブ
ル
ガ
リ
ア
は
本
当
に
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
国
？
」

や
「
ア
ボ
カ
ド
大
国
（
メ
キ
シ
コ
）
の
食
卓
に
ア
ボ
カ
ド

が
の
ぼ
ら
な
く
な
る
？
」
と
い
っ
た
ト
ピ
ッ
ク
で
、
現
地

で
の
料
理
写
真
を
交
え
な
が
ら
、
当
時
の
思
い
出
や
、
疑

問
を
持
っ
た
き
っ
か
け
、
さ
ら
に
は
そ
こ
か
ら
ご
自
身
で

歴
史
や
文
化
、
社
会
背
景
な
ど
を
探
究
し
た
話
を
と
て
も

分
か
り
や
す
く
お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
視
聴
し
た
先
生

方
が
、
ま
た
聴
き
た
い
！
生
徒
た
ち
に
も
ぜ
ひ
聴
か
せ
た

い
！
と
太
鼓
判
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。著
作
で
あ
る『
世

界
の
食
卓
か
ら
社
会
が
見
え
る（
大
和
書
房
）』の
本
で
も
、

岡
根
谷
さ
ん
の
語
り
口
が
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
け
れ
ば
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
教
科
別
分
科
会

ま
た
、
教
科
別
分
科
会
で
は
、
社
会
科
と
理
科
研
究
会
合

同
で
「
善
行
寺
地
震
」
を
題
材
に
交
流
を
深
め
、
実
際
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
向
か
っ
た
り
、
家
庭
科
研
究
会
で

は
、
千
曲
市
のGroover Leather

さ
ん
と
い
う
お
店
で

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
研
修
会
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
美

術
科
研
究
会
で
は
、
各
校
授
業
作
品
を
持
ち
寄
り
、
評
価

の
扱
い
を
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、国
語
科
研
究
会
で
は
、

新
教
育
課
程
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
、
各
校
の
課
題
と

工
夫
を
交
流
し
ま
し
た
。
分
科
会
実
施
の
教
科
も
年
々
少

な
く
な
り
、全
体
会
参
加
者
も
少
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、

会
場
校
の
参
加
者
が
毎
年
多
め
な
の
は
、
忙
し
い
先
生
方

の
せ
め
て
も
の
優
し
さ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
更
埴
支
部　
　

伊
藤　

直
弓
）

更埴支部
９ 月 21 日　篠ノ井高校

上伊那支部
9 月 7 日　箕輪進修高校

　

９
月
14
日
に
「
今
、
わ
た
し
た
ち
が
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
上
伊
那
教
研
集

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
と
同
じ
、
久
し
ぶ
り
の

対
面
で
の
ま
る
ご
と
開
催
で
す
。

全体会　記念講演　講師

鈴木大裕さん（教育研究者）

今の日本の公教育の危機、なんとなく感じていた違和感を言葉にし
ていただき、さらに今後の希望もお話ししてくださいました。日々
の業務に「教育」とは何かを考える暇もなかったですが、今回の講
演を聞いて改めて教育にかかわる私たちの仕事の魅力と価値観を考
える機会になりました。優しく穏やかな口調で熱いお話をしてくだ
さり、多くの参加者が魅了されました。会議室はパンパンでした。
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■
全
体
会
・
講
演
会

　

午
前
の
講
演
会
は
「
参
加
と
共
同
の
学
校
づ
く
り
、
地

域
と
子
ど
も
」
研
究
会
と
の
コ
ラ
ボ
開
催
と
い
う
形
を
と

り
ま
し
た
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
遠
方
の
方
や
、
一
般
の
方

達
に
も
地
域
の
新
聞
な
ど
で
広
く
よ
び
か
け
、
本
部
か
ら

も
宣
伝
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
の
教
育
に
閉
塞
感
を

感
じ
、
疲
れ
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
私
た
ち
教
職
員
に

少
し
で
も
元
気
を
分
け
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
こ
と
で
考

え
、「
崩
壊
す
る
ア
メ
リ
カ
の
公
教
育
」
の
著
者
で
あ
る
、

教
育
学
者
の
鈴
木
大
裕
さ
ん
に
遠
く
高
知
県
・
土
佐
よ
り

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
裕
さ
ん
に
は
、
た
っ
ぷ
り
90

分
、「
遊
び
の
な
い
と
こ
ろ
に
新
し
い
世
界
は
生
ま
れ
な

い
」
と
い
う
演
題
で
、
穏
や
か
な
口
調
で
、
し
か
も
熱
く

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は
大
裕
ワ
ー
ル
ド
と
化

し
、
対
面
で
お
話
を
聞
く
醍
醐
味
を
味
わ
い
ま
し
た
。

■
分
科
会

　

午
後
の
各
分
科
会
で
は
、
日
ご
ろ
の
授
業
実
践
を
語
り

合
い
、
横
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
想
像
以
上
に
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
の
ほ
と
ば
し
る
教
育
へ
の
思
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
講
演
会
に
、
一
般
の
方
20
名
（
他
地
区
の
先

生
、
高
校
生
含
む
）、
午
後
の
部
も
入
れ
て
上
伊
那
の
教

文
会
員
67
名
、
参
集
者
は
延
べ
合
わ
せ
て
87
名
と
、
盛
況

で
し
た
。（
そ
の
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
会
を
視
聴
は

３
人
で
し
た
。）
そ
の
中
で
、
教
職
希
望
だ
と
い
う
高
校

生
が
、
午
後
の
教
科
別
「
英
語
」、
課
題
別
「
参
加
と
共

同
の
学
校
づ
く
り
」
に
も
一
日
、
参
加
し
て
く
れ
、
そ
こ

で
、
自
分
の
意
見
を
堂
々
と
述
べ
て
く
れ
た
の
に
も
感
動

し
ま
し
た
。

■
ま
と
め

　

以
下
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
を
抜
粋
し
て

載
せ
て
お
き
ま
す
。

︻
講
演
会
に
つ
い
て
︼

・
現
場
の
肌
感
覚
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
講
演
内
容
で
、
大

い
に
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
教
育
問
題
に
そ
っ

た
講
演
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。・
と
て
も
わ
か
り
や
す

い
内
容
だ
っ
た
。
横
文
字
、
カ
タ
カ
ナ
の
な
い
講
演
で
し

た
。
図
書
館
は
学
校
の
中
で
「
あ
そ
び
」
だ
と
感
じ
ま
し

た
。ま
だ
、図
書
館
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。・

教
育
現
場
が
多
忙
化
に
よ
り
、
忙
殺
さ
れ
、
教
育
の
価
値
、

学
校
と
い
う
存
在
の
意
味
を
見
失
い
が
ち
で
あ
る
。
私
た

ち
は
そ
の
中
で
、講
演
の
中
に
あ
っ
た
、「
構
想
」と「
実
行
」

を
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
教
員

と
し
て
の
や
り
が
い
や
、
働
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
に
な

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、
自
分
の
中
の
「
す
き
ま
」
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
。・
と
て
も
魅
力
の
あ
る
方
で
、
お

話
の
内
容
に
も
引
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
般
の
方
が
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
反
面
、
教
員
の
参
加
が
も
っ
と
多
く

て
い
い
の
に
、
と
思
い
ま
し
た
。・
期
待
通
り
、
明
快
で

わ
か
り
や
す
く
、
私
た
ち
の
思
い
や
活
動
を
肯
定
し
て
い

た
だ
き
元
気
を
も
ら
え
た
。・
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
自

分
の
中
で
の
教
育
観
が
不
安
で
し
た
が
、
間
違
っ
て
い
な

か
っ
た
ん
だ
と
思
え
ま
し
た
。
勇
気
と
今
後
へ
の
希
望
を

も
ら
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
上
伊
那
教
文
会
議　

議
長　

中
村
富
貴
子
）

素敵な作品が数多く展示されました

高校生も発表しました

実践発表あり、研究発表あり
実習あり、の充実の分科会

  教文通信写真館エッセイ（続き）
１９８０年代から９０年代にかけカモシカに
よる植林木の食害が問題となり、天然記念物
でありながら駆除の対象となりました。その
当時、長野県内ではシカに会うより圧倒的に
カモシカに会う機会のほうが多かったように
思います。２０００年代に入りシカがそれま
で見られなかった地域でも見られるようにな
り、シカによる農作物への被害も多くなりま
した。それと同じようにクマやイノシシの被
害も多くなったように思います。シカが分布
域を広げるようになった頃からカモシカに会
う機会が減ったように感じます。

動画　https://youtu.be/enlqsD0KTG8
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（７）公正性は担保されるのでしょうか。評価対象となる生徒の家庭の経済資本、文化資本、教育資源の格差があ
る中で、「主体的に学習に取り組む態度」等の評価の公正性を担保することはできません。

（８）評価が学習指導、生徒指導的な機能を果たしてきました。今回の評価方法の導入により、やる気をアピールし、
器用にふるまう生徒が良い成績を取ることが考えられ、保護者は、観点別評価やそれを基にした総合評定に不透明
性や不公平感を感じ、学校に不信を抱く問題が生じる可能性があります。

（９）2001 年学習指指導要領以降、「目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）」が採用された。学校では、評価が
主観的にならないようにするため、目標にどの程度達しているかを示す材料・資料集めに追われ、「評価疲れ」の
状況が生まれている。三観点区分にそって生徒の応答や作業に対する評価チェックをしながらの授業となり評価の
肥大化が授業指導を困難にすることが心配されます。

（10）観点別評価、先にありきで、評価結果を導き出すためのパフォーマンス課題が教科ごとに実施される逆転現
象が起きます。パフォーマンス課題は筆記による、エッセイ、小論文、歴史新聞、観察記録、実験レポート、物語、
脚本、詩、曲、絵画、また実演による朗読、口頭発表、プレゼンテーション、グループでの話し合い、演劇、ダンス、
曲の演奏、彫刻、スポーツの試合などが用意されることになります。ポートフォリオ評価により長期的に学習活動
等の見取りが行われますが、一層の教育活動の多忙化を招くことになることが危惧されます。

（11）「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」（2019 年 1 月）で、分析評価と総合評定にかかわって、「CCA」
「AAC」といったばらつきが基本的には出ないとしているが、根拠に論理性がありません。具体的な評価、評定付
けの手順について現場の裁量としているが、論理的に理解できない評価方法を現場任せにすることは無責任です。

（12）目標として掲げ形成的に評価しても、評定（成績付け）するべきではありません。生徒が息苦しさを感じる
評価に成長を促す意味はないと考えます。

（13）評価は、生徒をエンカレッジ（励まし・元気づけ・自信づけ）し、動機や意欲を高める働きかけをするべきで、
この評価は形成的評価の中で行われる大切な教育活動です。しかし観点別評価では、学習態度を独立した 1 つの観
点として評価、評定するため、生徒は学習態度の指標、目標を演じる態度主義に向かい、目指すべき意欲や動機を
高めることができ辛くなることが危惧されます。形成的評価における評価を評定（成績付け）とは切り離すべきだ
と考えます。

Ⅵ．「探究的な学び」、「総合的な探究の時間」について

※総則特活レポート、各教科レポートは、教文通信デジタル版３４号に掲載します。

諏訪支部
10 月 5 日　岡谷工業高校

　

10
月
５
日
（
土
）
に
、
諏

訪
支
部
教
研
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
会
は
、
こ
の
地

域
で
長
年
に
渡
り
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
さ
れ
て
き
た
小
池
み
は

る
先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
「
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
～

学
び
」
が
始
ま
り
各
校
手
探
り
で
方
法
や
評
価
を
迫
ら
れ
る
中
で
、

不
登
校
生
徒
の
話
題
は
タ
イ
ム
リ
ー
で
し
た
。
現
在
22
か
所
あ
る
県

内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
現
状
、
学
校
と
は
異
な
る
生
徒
と
の
ス
タ
ン

ス
な
ど
、
事
例
を
交
え
て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
学
校
と
い
う

シ
ス
テ
ム
に
嵌
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
生
徒
や
保
護
者
の
拠
り
所

と
し
て
、
様
々
な
表
現
活
動
を
通
し
て
成
長
を
見
守
っ
て
い
る
様
子

が
伝
わ
り
ま
し
た
。
メ
タ
バ
ー
ス
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
も
模
索
中
と
の

こ
と
、
今
後
、
学
校
以
外
の
選
択
肢
と
し
て
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
存

在
感
が
増
す
と
共
に
、
学
校
と
の
連
携
も
望
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
分
科
会
で
そ
れ
ぞ
れ
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
音
を
交
え
た
情
報
交
換
を
通
し
て
楽
し
く
刺
激
を
受

け
た
と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
官
製
研
修
に
は
な
い
教
文
の
良
さ

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
、
参
加
者
の
減
少
傾
向
は
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
、
今
後
の
支
部
教
研
の
存
続
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。
研
修
の
火
を
消
さ
な
い
た
め
に
、
教
文
活
動
も
変
容
が
迫
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
（
諏
訪
支
部　
　

藤
澤　

秋
津
）
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２０２４　

教育課程

研究協議会

2024 年度教育課程研究協議会　総則・特活意見発表（抜粋）
教文会議

Ⅰ．はじめに―１９４７年「学習指導要領（試案）」序論
Ⅱ．高等学校新学習指導要領について
Ⅲ．教文会議の共通教養論と統一的高校像の追求
１．共通教養　　２．自前の教育課程づくり
Ⅳ．学校づくりの 5 つの課題

ア．生徒が生き生き学べる「授業づくり」の課題　　イ．生徒の学びの場としての「集団づくり」の課題　　
ウ．同僚性を育む「職場づくり」の課題　　エ．参加と共同の「学校づくり」の課題　　
オ．学校の存在基盤としての「地域づくり」の課題

Ⅴ．観点別学習評価に関する課題

　観点別評価には課題があり、無批判な活用は生徒と教職員の間に問題を引き起こすことが危惧されます。また観
点別評価が評定に換算され生徒の進路における公的な資料として使用されることにおいて、生徒や保護者に対して
透明性を確保する必要があります。
　観点別評価に関わる基本的な認識として、評価者（教職員）と被評価者（生徒）の関係において、「教員を管理者
や利害関係の優位者の立場と評価項目の内容・方法に馴化させ、教育観と子ども観を変えていくことと同時に、子
どもを被管理者や利害関係の弱者の立場へと、また評価項目の内容・方法の受容・内面化をさせ、全体として学校
観と社会観を変えていこうとするもの（変質させるもの）」と捉える必要があります。評価を介して教員と生徒は「利
害関係者の関係に組み替えられると同時に、管理者・被管理者の関係に組み替えられてしまった」 との指摘を心に
留めるべきだと言えます。学習評価が生徒の成長に寄与するのではなく、生徒の資質さらには学習に対する態度の
在り方を画一化し人格形成がゆがめられることになることは避けられなければなりません。

１．観点別学習評価の課題と視点
（１）「資質・能力」論において、「暗黙裡に最も重要視」するのは教科内容を媒介しない「態度」です。二つの観点、
「知識・技能」「思考・判断・表現」と切り離して、「学習態度」の達成目標を生徒に明示し、学力達成度の 1 指標と
して評定に加算することは、一方的に「望ましいと定めた振る舞いや心構え」を生徒に押しつけることになります。
態度主義の学力観に問題があります。

（２）「態度」評価は、人格と直接に結び付いた価値意識や思想、関心の多様性、政治的な立場など個性的で自由な
発達を尊重する教育を妨げ、生徒の人格への干渉、統制、管理の授業や評価となりえます。

（３）性向や人間性といった情意領域については、価値規範、道徳的価値に係るものはプライベートな性格が強いた
め、全人評価による価値観や生き方の押しつけにつながる恐れがあります。

（４）「主体的に学習に取り組む態度」の評価イメージの評価軸の値が明示されていません。評価者の主観による評
価になり、これで客観性を担保することは不可能です。観点別評価と総合評定という評価制度に内在する構造的な
問題があります。

（５）「妥当性」は担保されるのか。「主体的に学習に取り組む態度」を評価の対象とすることはできず、評価の妥当
性は確保されないと考えます。

（６）「信頼性」は担保されるのか。「評価者間信頼性」（評価者が異なっても同じ採点が行われるのか）と「評価者
内信頼性」（同じ評価者が一人の子どもを何度か評価しても同じ採点になるのか）を担保することは可能なのでしょ
うか。教科基準が教職員ごとに異なることをどのように解消するのか不明確です。

　9月２日から 13 日まで県下 4地区で教育課程研究協議会が開催されました。教文会
議の教科研究会から意見発表をして協議に参加しました。伝達講習会ではない、協議
の場としていくことが、教職員の主体的で自由な教育活動のために大切です。2024 年
度の教育課程研究協議会、総則・特活分科会では文科省中央説明会報告と観点別評価、
「総合的な探究の時間」について研究協議が行われました。教文会議から 8分科会で
延べ 29 人が意見発表をしました。以下は、総則・特活分科会で発表した教文会議の
観点別評価に関するレポートの抜粋です。　
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県教研

開催方法・会場 分科会 （ｈ）…（hybrid）

オンライン

1国語教育 2外国語活動・外国語教育 3社会科教育 4算数・数学教育 10 家庭科教育 11保
健体育教育 13総合学習・生活科 16特別支援教育と障害児の教育 17幼年期・低学年の教育
と保育問題 18青年期・定時制・通信制の教育 19子ども・青年と進路 20平和・人権と国際
連帯の教育 21教育条件整備 22学校給食と食教育 23環境・公害と教育 24現代文化・図書
館教育 27ジェンダー平等

上伊那農業高校
5理科教育(h) 7音楽教育 8書写・書道教育 12学校保健 14学校づくり・教育課程(h)
26高校改革・入試制度(h) 28特設(h)･･･地域連携・赤穂高校の生徒の発表

伊那中学校
6図工・美術教育 9技術・職業教育 15生活指導 25子どもの権利条約が生きる学校（不登校
いじめ問題）

※第14・26分科会は上伊那農業高校に変更　※伊那中にはWIFI環境なし。※理科は11/3（日）も実施。

県教研ウェブサイトで詳細を確認・レポートをダウンロード県教研ウェブサイトで詳細を確認・レポートをダウンロード
開始・終了時間、持物、レポート等、事前に県教研ウェブサイトでご確認ください。
レポートは、各自ダウンロードするなど、ご用意ください。会場でのレポート配布はありません。
開始・終了時間、持物、レポート等、事前に県教研ウェブサイトでご確認ください。
レポートは、各自ダウンロードするなど、ご用意ください。会場でのレポート配布はありません。

長野県教育研究集会

2
0
2
4

いっしょに話しませんか
子ども、学校、教育を

伊藤亜紗 （いとうあさ） さん

美学者　専門は美学、 現代アート

　東京工業大学　教授

　/科学技術創成学院　未来の人類研究センター

　/ リベラルアーツ研究教育院

　/環境 ・社会理工学院

10:00

13:00分科会

申込

17:30

12:00

土

全体集会・記念講演

講師 伊藤亜紗さん
「ままならない体と生きる」

東京工業大学　教授

11 2/

https://www.kenkyoken.com/

■開催分科会・開催方法■開催分科会・開催方法

■全体集会・記念講演（講師はオンラインでの参加です）■全体集会・記念講演（講師はオンラインでの参加です）
●全体集会は上伊那農業高校がメイン会場です。全体集会・記念講演は全て on-line でも配信します。
●上伊那農業高校がパブリックビューイング会場になります。（伊那中にはありません）
●全体集会は上伊那農業高校がメイン会場です。全体集会・記念講演は全て on-line でも配信します。
●上伊那農業高校がパブリックビューイング会場になります。（伊那中にはありません）


